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いきいき通信丸山はるみ №31

道議会決算特別委員会が11月７日～ 13日に行われました。
丸山はるみ道議は釧路湿原で大規模太陽光発電所の建設が行われている問題で法令遵守・正
当な手続きのあり方、適正な規模、環境と生物多様性の保全等について知事に質しました。

決算特別委員会知事総括

メガソーラー開発は生物多様性の保全とともに

「釧路メガソーラー」党道議団が政府要請

釧路市　湿原埋め立てメガソーラー実態視察

大
阪
の
事
業
者
が
釧
路
湿
原
国
立
公
園
周
辺
の
所
有
地
に
つ
い
て
、
森
林
法
上
、
道
の
許

可
が
必
要
な
０・５
ha
を
超
え
る
伐
採
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
道
は
工
事
中
止
を
勧

告
。さ
ら
に
周
辺
湿
地
の
大
規
模
な
盛
り
土
な
ど
、複
数
の
法
令
違
反
の
恐
れ
が
あ
る
件
で
、

道
議
団
は
調
査
の
た
め
釧
路
市
に
向
か
い
ま
し
た
。

埋
立
て
地
の
約
２
０
０
㍍

先
に
は
猛
禽
類
医
学
研
究
所

最
初
の
視
察
先
、
環
境
省

釧
路
湿
原
野
生
生
物
保
護
セ

ン
タ
ー
内
で
は
、
猛
禽
類
医

学
研
究
所
所
長
の
齊
藤
慶
輔

代
表
、
渡
辺
有
希
子
副
代
表

よ
り
お
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。と
も
に
獣
医
師
で
あ
り
、

問
題
の
事
業
者
は
野
生
生
物

の
調
査
が
不
十
分
な
ま
ま
工

事
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
騒

音
に
よ
り
施
設
が
保
護
し
て

い
る
猛
禽
類
が
ス
ト
レ
ス
に

晒
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

生
息
地
で
も
あ
る

釧
路
湿
原
、
原
状
回
復
は
？

盛
り
土
の
土
は
、
由
来
も

有
害
物
質
の
有
無
も
不
明
、

取
り
除
い
た
と
し
て
も
湿
地

の
原
状
回
復
に
は
、「
私
た

ち
の
世
代
で
は
無
理
で
は
な

い
か
」
と
齊
藤
先
生
は
語
り

ま
し
た
。

釧
路
市
役
所
に
場
所
を
移

し
、市
環
境
保
全
課
に
加
え
、

市
立
博
物
館
館
長
か
ら
、
釧

路
市
指
定
の
天
然
記
念
物
キ

タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。
キ
タ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
絶
滅
危
惧

種
に
も
指
定
さ
れ
、
そ
の
生

息
域
は
釧
路
湿
原
と
北
方
４

島
の
国
後
島
な
ど
ご
く
わ
ず

か
で
す
。

調
査
は
市
が
求
め
る
２
年

の
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

な
ど
不
十
分
で
す
。
工
事
中

止
要
請
が
続
い
て
い
る
な

か
、
厳
正
な
対
応
を
道
に
求

め
る
考
え
を
伝
え
、
視
察
を

終
え
ま
し
た
。

不
適
切
な
生
息
調
査

違
法
な
樹
木
伐
採

釧
路
湿
原
で
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
建
設
事
業
で
は
、

オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
営
巣
や
キ

タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生

息
調
査
を
適
切
に
行
わ
な

い
ま
ま
の
工
事
着
手
、
樹

木
の
違
法
伐
採
、
土
砂
の

盛
り
土
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
丸
山
道

議
は
事
業
者
に
厳
正
に
対

応
す
る
こ
と
を
知
事
に
迫

り
ま
し
た
。

知
事
は
事
業
者
が
速
や

か
に
調
査
を
実
施
す
る
よ

う
対
応
状
況
を
随
時
、
確

認
す
る
考
え
と
答
弁
し
ま

し
た
。

丸
山
道
議
は
さ
ら
に
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
行
為

に
関
し
、
生
物
多
様
性
保

全
を
は
じ
め
と
し
て
、
16

な
い
し
17
本
の
法
律
・
自

治
体
条
例
の
関
与
が
あ

り
、
所
管
部
も
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
事
業
者
と

自
然
保
護
協
定
を
結
ぶ
な

ど
、
新
た
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
と
知
事
の
見

解
を
質
し
ま
し
た
。

知
事
の
答
弁
は
、
市
町

村
や
関
係
部
局
間
の
連
携

を
強
化
し
、
事
案
の
早
期

把
握
と
的
確
な
対
応
に
つ

な
げ
て
い
く
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

実
効
性
あ
る
対
策
を

求
め
て

丸
山
道
議
は
、
釧
路
市

を
訪
問
し
、
専
門
家
や
市

の
見
解
を
う
か
が
っ
て
き

た
と
し
て
、
生
物
多
様
性

を
保
全
し
な
が
ら
、
開
発

行
為
区
域
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

が
可
能
に
な
る
よ
う
釧
路

市
が
条
例
制
定
に
踏
み
込

ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
う
え
で
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

は
、
適
切
な
規
模
で
生
物

多
様
性
を
保
全
し
な
が
ら

進
め
る
べ
き
」
と
対
策
を

要
求
し
ま
し
た
。

知
事
も
「
地
域
の
理
解

の
も
と
生
物
多
様
性
、
自

然
環
境
、
景
観
と
の
調
和

が
前
提
」と
述
べ
ま
し
た
。

知事総括質問に立つ、
丸山はるみ道議

メガソーラー建設現場を視察する
（左から）真下、丸山両道議

　11月17日、日本共産党道議団は、環境省などの
関係省庁に対し、慣例法令で認可後の事業であっ
ても、違法行為があれば中止できるような法整備
を求めました。
　道議団は「多くの法律が複雑に入り込んでいて
規制が機能していない。法に基づく調査も不十分
であり、事業者の適格性を判断する仕組みが必要」
と強調しました。　

環境省担当者に要請書を渡す
(左から )丸山・真下両道議



　1952年に札幌で第１回目を開催して以降、原則年１回党派を超えて道内の女
性議員が集まって、その時々の課題を取り上げてきました。企画運営は開催地
の女性議員が行っています。

　10月29日、万一の場合に防災対策を円滑に実施出来るよう、関係機関
との連携や関係者の防災技術の向上を図るため、道と原発周辺13町村が
主催した防災訓練が行われ、その様子を丸山議員が視察しました。

人
材
確
保
と
女
性
の
活
躍

人
材
不
足
は
室
蘭
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済

部
産
業
振
興
係
長･

松
田
奈

緒
美
氏
か
ら
は
、
今
年
７
月

開
催
の
高
校
１
年
生
か
ら
参

加
で
き
る
職
場
環
境
見
学
バ

ス
ツ
ア
ー
の
紹
介
で
し
た
。

市
内
の
製
造
業
な
ど
、
女
性

に
も
働
き
や
す
い
環
境
整
備

を
進
め
て
い
る
企
業
を
紹

介
。
利
用
し
た
道
南
バ
ス
の

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
最
後
に

自
社
の
宣
伝
を
す
る
動
画

は
、
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
視
聴
可

能
と
し
、
性
別
を
問
わ
ず
人

材
と
企
業
を
つ
な
ぐ
事
業
で

女
性
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
社
長
も
講
師
に

創
業
以
来
63
年
目
の
㈱

今
野
鉄
工
所
、
現
在
代
表

取
締
役･

今
野
香
澄
氏
は

２
０
０
８
年
入
社
、
経
理
の

仕
事
に
就
き
ま
し
た
が
、父
、

叔
父
に
続
き
２
０
１
３
年
に

３
代
目
の
代
表
取
締
役
に
就

任
。
製
造
の
現
場
に
も
女
性

を
と
現
在
５
名
の
女
性
社
員

を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
多
様

な
人
材
が
い
る
こ
と
で
視
点

が
変
わ
る
と
、
子
育
て
中
の

悩
み
に
も
寄
り
添
い
、
長
く

働
い
て
ほ
し
い
と
語
る
様
子

が
、
や
さ
し
く
も
頼
も
し
い

印
象
で
し
た
。

市
民
の
声
を

反
映
し
た
複
合
施
設

会
場
と
な
っ
た
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
〝
き
ら
ん
〞
は
、

市
民
の
声
で
図
書
館
、
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ

ー
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
に
陶
芸

の
窯
も
備
え
て
い
ま
し
た
。

女性採用の利点や苦
労などを質問する丸
山道議

第69回北海道女性議員協議会 in室蘭
港湾と工業を中心に発展してきた室蘭市で開催

介護報酬引き上げ等緊急要望
　｢介護の社会化｣ をうたい、25年前に
導入された介護保険制度。2027年の制度
改正に向け、議論されているのは、ケ
アプラン有料化や要介護１･２の保険外
し。そうではなく利用者に使いやすい制
度、働く人が誇りを持てる処遇と利用者
が安心できる制度を実現しましょうと懇
談しました。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
皆

さ
ん
か
ら
要
請
を
受
け

る
（
左
か
ら
）

丸
山
、
真
下
両
道
議

北海道原子力防災総合訓練を視察
ー｢原子力災害の発生｣ と｢地震等による被害｣ を想定ー

北海道原子力防災センター

　共和町にあるセンターの運営に
関する訓練は、原発周辺の道路が
通行止めとなった想定で行われま
した。情報共有のために張り出さ
れた地図を見ると、実際の避難の
困難さは想像以上であろうと感じ
ました。緊急時には150人を超え
る要員が、ここでの運営にあたる
ことになります。

アップルポート余市にヘリで避難

　前日に地震が起きたと想定し、
孤立した神恵内村からヘリで避難
する訓練です。今回はお二人がヘ
リに乗り込みます。実際は、一度
に最大10人程度、所要時間は片道
15分程。しかし天候の影響は受け
るでしょう。

多方面で活躍するドローン

　昨年度の視察に引き続き、今回
もドローンで上空から災害情報の
収集、映像での確認の様子を視察
しました。住民への広報は、多言
語対応可能です。今回は物資輸送
訓練で、約25㎏までの荷物をドロ
ーンで運ぶ訓練が行われました。

　複合災害で想定される屋内退避。陽圧の
室内環境が大きな課題です。今回、古平町
の障害者支援施設 ｢共働の家｣ で、移動が
可能な陽圧防護テントが紹介されました。
　居室用は８㍍四方、10床のキャンプ用ベ
ッドが設置可能。空気浄化の機械をセット
にして、約３千万円という説明でした。
　屋内退避中の陽圧環境は多くの人が懸念
を示しています。技術的には対応可能とし
ても費用は誰が負担するのか。国や道、北
海道電力が責任を持つのか、大いに疑問を
感じました。

屋内退避にエアテント

可搬型陽圧防護テントの
パンフレット

　事が起こったのは定例会初日。注目の泊原発再稼働を知
事は〝総合的に判断〟と答弁したのに、職員にメモを入れ
られ降段間際に〝最終的に判断〟と訂正。真下紀子議員が
すかさず議事進行をかけ理由の説明を求めたところ、暫時
休会に。
　ヤジが飛び交う議場。混乱の中議員席から「今こそ緊急
銃猟を」と。言論封殺の、あまりに不穏当な発言であり、
日本共産党道義団は謝罪と撤回を求め議長に申し入れ記者
会見を行いました。

原発再稼働めぐり不適切発言！

記者会見する
(左から )丸山、真下両道議




